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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

戦
後
70
年
「
縁
と
絆
」
記
憶
の
風
景
と
未
来
を
た
ど
る

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
１
係　

☎
㉙
４
１
１
３

　

学
童
疎
開
が
縁
で
姉
妹
都
市
盟
約
を

結
ん
で
い
る
伊
佐
市
と
西
之
表
市
は
、

戦
後
70
年
の
節
目
に
「
学
童
疎
開
に
関

す
る
記
念
誌
」
を
共
同
で
つ
く
り
ま
す
。

記
念
誌
に
は
戦
争
の
歴
史
や
当
時
の
様

子
が
わ
か
る
写
真
、
学
童
疎
開
経
験
者

の
体
験
談
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。
作
成

の
た
め
の
取
材
で
受
入
れ
家
族
と
疎
開

児
童
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
も
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。家
族
と
の
別
れ
、苦
し
か
っ

た
食
糧
事
情
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗

り
越
え
ら
れ
た
縁
と
絆
。
悲
惨
な
戦
争

西之表市

種
子
島
高
校
放
送
部

　

受
入
れ
家
族
と
疎
開
者
の
70
年

ぶ
り
の
再
会
に
密
着
し
動
画
を
作

成
。

学
童
疎
開
に
関
す
る
記
念
誌
づ
く
り

の
記
憶
を
伝
え
て
く
れ
る
方
々
は
み
な

さ
ん
高
齢
で
す
。
同
じ
不
幸
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
貴
重
な
声
を
記
録
と

し
て
残
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
に
は
、
若
い
人
の
存
在
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
の
多
い
今
年
、
両
市
の
高
校
生
に
も

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
喜
界
町
と
の
姉
妹
都
市
交

流
に
つ
い
て

大
口
明
光
学
園

　

両
市
が
想
い
を
ひ
と
つ
に
交
流

を
続
け
て
い
く
象
徴
と
な
る
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
。

伊佐市

狩
猟
期
間
の
注
意
事
項

　

填
し
た
ま
ま
放
置
し
な
い
。

○
狩
猟
後
は
ま
っ
す
ぐ
に
帰
宅
し
、
帰

　

宅
後
、
直
ち
に
銃
を
ガ
ン
ロ
ッ
カ
ー

　

に
保
管

○
飲
酒
後
は
銃
の
手
入
れ
、
調
整
等
を

　

絶
対
に
し
な
い

○
銃
と
弾
（
実
包
・
空
砲
ま
た
は
金
属

　

製
弾
丸
）
は
別
々
に
保
管

 
・
施
錠
設
備
の
あ
る
専
用
保
管
庫
に
保

　

管
し
、
鍵
は
自
分
で
管
理
す
る
。

 

・
弾
の
出
し
入
れ
の
際
は
、
そ
の
都
度
、

　

確
実
に
帳
簿
に
記
載
す
る
。

昨
年
度
違
反
例

◎
山
か
ら
公
道
に
滑
落
し
て
き
た
イ
ノ

　

シ
シ
に
向
か
っ
て
散
弾
銃
を
発
射
、

　

流
れ
弾
が
走
行
中
の
バ
イ
ク
前
輪
に

　

着
弾
し
た
（
発
射
制
限
違
反
及
び
安

　

全
確
認
義
務
違
反
）

◎
実
包
を
装
填
し
た
ま
ま
の
散
弾
銃
を
、

　

車
両
荷
台
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
そ
の

　

ま
ま
車
両
を
発
車
さ
せ
た
（
装
填
違

　

反
）

◎
人
家
床
下
に
追
い
込
ん
だ
イ
ノ
シ
シ

　

に
向
か
っ
て
散
弾
を
発
射
し
た
（
発

　

射
制
限
違
反
）

狩
猟
期
間　

11
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
15
日（
月
）

※
鳥
獣
の
種
類
に
よ
っ
て
、
狩
猟
期
間

　

は
異
な
り
ま
す
。

　

狩
猟
期
も
安
全
に
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
狩
猟
者
は
次
の
こ
と
を
守

り
猟
銃
等
の
盗
難
や
狩
猟
事
故
・
違
反

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

猟
場
に
お
け
る

狩
猟
事
故
防
止
の
基
本

◉
矢
先
の
確
認

◉
獲
物
の
確
認

◉
脱
包
の
励
行

　
（
爆
発
防
止
）

銃
砲
の
保
管
管
理
の
徹
底

○
銃
は
常
に
自
分
の
管
理
下
に
置
く

 

・
基
準
に
合
っ
た
ガ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
入

　

れ
、
確
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
。

　

鍵
は
自
分
で
管
理
す
る
。

 

・
分
解
可
能
な
銃
は
、
必
ず
分
解
し
て

　

保
管
す
る
。

 

・
銃
を
銃
架
等
に
置
い
た
時
は
、
必
ず

　

自
分
で
監
視
す
る
。

○
車
内
に
銃
を
放
置
し
な
い

 

・
特
に
裸
銃
の
ま
ま
、
ま
た
は
弾
を
装



平成 27 年１１月市報原稿（健康コーナー） 

１１月は児童虐待予防推進月間です 

児童虐待とは 

児童虐待とは、親または親に代わる保護者が子どもに対し次の行為をすることをいいます (これらの行

為は保護者の意向にかかわらず、子どもの視点で判断します) 。 

子どもの虐待は社会や地域の問題です 

子どもへの虐待は、経済的困難などそれぞれの家庭が抱える問題に加え、地域での孤立がその背景にあ

ります。虐待を防止するためには、まず地域ぐるみで子育て家族を温かく見守ること、さりげなく声か

けすることなどの行動が大切です。 

虐待のサイン 虐待のサインに気づいた場合は相談窓口に連絡してください。 

課長 係長 担当 

子どもの様子 

・不自然な傷やあざがある ・いつも服装や体が不潔 ・食事時や夜間に子どもだけで外にいる 

・夜遅くまで外で遊んでいて家に帰りたがらない 

保護者の様子 

・近所や地域の中で孤立している ・頻繁に子どもを家に残して外出している 

・子どもが病気やけがをしていても医者にみせない ・子どもや家族の不満をよく口にしている 

家庭の様子 

・長時間子どもの泣き声が聞こえる ・親の怒鳴る声や物を投げつけるような音がする 

・子どもがいるのに子どもの姿を見かけない 
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
�
１
３
１
１

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという

メッセージが込められています。

児
童
虐
待
と
は

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
ま
た
は

親
に
代
わ
る
保
護
者
が
子
ど
も

に
対
し
次
の
行
為
を
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す 

（
こ
れ
ら
の
行
為

は
保
護
者
の
意
向
に
か
か
わ
ら

ず
、
子
ど
も
の
視
点
で
判
断
し

ま
す
） 

。

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ

落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る　

な
ど

性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る　

な

どネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族

に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
：
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

子
ど
も
の
虐
待
は
社
会
や
地
域

の
問
題
で
す

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
経
済

的
困
難
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

が
抱
え
る
問
題
に
加
え
、
地
域

で
の
孤
立
が
そ
の
背
景
に
あ
り

ま
す
。
虐
待
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
地
域
ぐ
る
み
で
子

育
て
家
族
を
温
か
く
見
守
る
こ

と
、
さ
り
げ
な
く
声
か
け
す
る

こ
と
な
ど
の
行
動
が
大
切
で
す
。

虐
待
の
サ
イ
ン

　

虐
待
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た

場
合
は
相
談
窓
口
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

  

子
ど
も
の
様
子

○
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

○
い
つ
も
服
装
や
体
が
不
潔

○
食
事
時
や
夜
間
に
子
ど
も
だ

　

け
で
外
に
い
る

○
夜
遅
く
ま
で
外
で
遊
ん
で
い
て
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

  

保
護
者
の
様
子

○
近
所
や
地
域
の
中
で
孤
立
し
て
い
る

○
頻
繁
に
子
ど
も
を
家
に
残
し
て
外
出
し
て
い
る

○
子
ど
も
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
て
も
医
者
に
み
せ
な
い

○
子
ど
も
や
家
族
の
不
満
を
よ
く
口
に
し
て
い
る

  

家
庭
の
様
子

○
長
時
間
子
ど
も
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
る

○
親
の
怒
鳴
る
声
や
物
を
投
げ
つ
け
る
よ

　

う
な
音
が
す
る

○
子
ど
も
が
い
る
の
に
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
な
い

虐
待
か
も
?!
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

 

・
匿
名
の
通
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

・
通
報
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
法
律
で
守
ら
れ
ま
す
。
通
報
し 

　

た
人
物
や
そ
の
内
容
が
周
囲
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

・
通
報
し
た
情
報
が
間
違
い
で
あ
っ
て
も
、

　

通
報
者
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
窓
口

◆
伊
佐
市
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉙
５
５
１
１　
（
月
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時
15
分
）

◆
こ
ど
も
課　
（
代
表
）
☎
�
１
３
１
１
（
24
時
間
）

◆
鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所　

　

☎
０
９
９ 

・
２
６
４ 

・
３
０
０
３
（
24
時
間
）

◆
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
番
（
24
時
間
）

　

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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朝
夕
冷
え
込

ん
で
き
ま
し
た

が
、
天
気
情
報

を
見
る
と
鹿
児

島
と
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
よ
う

で
す
。
降
雪
シ

ー
ズ
ン
を
前
に
、

派
遣
職
員
に
は

雪
道
運
転
講
習

会
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
今
か

ら
雪
道
通
勤
に
怯
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

10
月
4
日
に
戸
倉
小
学
校
の

落
成
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
数
は
69
人
と
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
校
舎
や
体
育
館

に
は
地
元
建
材
の
南
三
陸
杉
を

利
用
し
、
温
か
い
雰
囲
気
の
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
周
辺
に
は
防
災

集
団
移
転
団
地
や
災
害
公
営
住

宅
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
地
域
一

体
と
な
っ
た
「
南
三
陸
の
宝
」

の
教
育
・
育
成
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
南
三
陸
病
院
の
落
成

式
が
あ
っ
た
り
、
日
々
道
路
の

線
形
が
変
わ
っ
た
り
と
、
復
興

が
形
と
な
っ
て
表
れ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
変
貌
が
大
変
楽
し

み
で
す
。

　

最
近
職
場
の
先
輩
に
誘
わ
れ

登
山
を
始
め
ま
し
た
。
登
り
は

地
獄
の
苦
し
み
で
し
た
が
、
山

頂
か
ら
の
絶
景
と
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
の
味
に
は
、
言
葉
で
言
い

表
せ
な
い
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
佐
で
の
休
日
と
同
じ
よ
う
に

南
三
陸
で
過
ご
せ
て
い
る
こ
と

に
あ
り
が
た
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

伊
佐
に
も
厳
し
い
寒
さ
が
や

っ
て
き
ま
す
。
皆
様
健
康
に
留

意
さ
れ
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
柏
木
聡
司
）

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①はやとうりは塩抜きして水を切る。
②粕に塩・砂糖・焼酎をよく混ぜて調味し、粕床
　を作る。
③粕床にはやとうりを漬け込む。
④表面を平らにしてラップで密閉する。蓋も目張
　りをする。

生
Vol.61

「母から娘へ、伝わる保存食」

〈材　料〉４人分
はやとうり（塩漬け）１kg　
ねり粕　　　１kg　　　塩　　大さじ１と 1/2
砂糖　　　　200g  　　焼酎　1/2 カップ

はやとうりの塩漬け
〈下漬け〉　　　　　　　〈本漬け〉
はやとうり 10kg　　　  下漬けはやとうり　約６kg
食塩　10kg（10％）　    食塩　１kg（元原料の 10％）
①はやとうりは半分に切り、種を出してよく洗う。
②塩を切り口にこすりつけるようにして漬ける。
③押し蓋と重石（10kg）をする。
④４～５日後に本漬けにし、重石を半分にする。

戸倉小学校

鳥海山
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

○
○

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【図書館へ献本】
岸崎　耕さん　　（米子市） 
宮原　望子さん　（上ノ馬場） 
ISART（地域おこし団体）

【古本市】
期　間　11 月５日（木）～ 15 日（日） 
場　所　大口図書館 
内　容　古くなった書籍や雑誌をリサ
　　　　イクル本として提供します。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　学校で配られた「２
分の１成人式  文集ノ
ート」。「将来のゆめ」

「二十才の自分へ」な
んて、いったい、なに
を書いたらいいんだろ
う？２分の１成人式に
なやむ小学４年生の女
の子・ユメの物語。

　「さきどまり」という名
の交番に勤める権田は、秋
葉原をこよなく愛するオタ
ク。コンビを組む向谷はコ
ミュニケーション能力の高
さがこうじて、足だけの幽
霊を連れてきて…!? 電気街
の路地裏に隠された５つの
人情ミステリー。

２分の 1 成人式　井上林子

（出版：講談社） （出版：KADOKAWA）

秋葉原先留交番ゆうれい付き　西條奈加

【　児　童　】
ふまんがあります ヨシタケ　シンスケ
アカシア書店営業中！ 濱野京子
岬のマヨイガ 柏葉幸子

【　一　般　】
虚栄　Vanity 久坂部羊
我が家のヒミツ 奥田英朗
霧（ウラル） 桜木紫乃

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば   
日　時　11 月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
海潮忌・文学フィスティバル   
日　時　11 月 29 日（日）12:30 ～  
場　所　大口ふれあいセンター 
※詳しくは、20頁をご覧ください。

【海音寺潮五郎展示会】
期　間　11 月 20 日（金）～ 29 日（日）
場　所　大口ふれあいセンター１階
内　容　郷土伊佐が生んだ偉大な歴史小説家海音寺潮五郎
　　　　を広く紹介するため作品や写真を展示 

○

【11 月の図書館カレンダー】



ISA City Public Relations  2015.11.01　　18

認
知
症
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
気
持
ち

あなたらしく生きる「人生の年輪」
相談・問い合わせ先　健康長寿課地域包括支援係　☎㉓２３７７

認
知
症
介
護
を
経
験
す
る
人
が
た

ど
る
４
つ
の
心
理
的
ス
テ
ッ
プ

①
と
ま
ど
い
・
否
定

　

異
常
な
言
動
に
と
ま
ど
い
、
否

定
し
よ
う
と
す
る
。
他
の
家
族
に

す
ら
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
悩
む
。

②
混
乱
・
怒
り
・
拒
絶

　

認
知
症
へ
の
理
解
の
不
十
分
さ

か
ら
、
対
応
が
わ
か
ら
ず
混
乱
、

さ
さ
い
な
こ
と
に
腹
を
立
て
た
り

叱
っ
た
り
す
る
。
精
神
的
・
身
体

的
に
疲
労
困
ぱ
い
、
拒
絶
感
・
絶

望
感
に
陥
り
や
す
い
最
も
つ
ら
い

時
期
。

③
あ
き
ら
め
・
割
り
切
り

　

怒
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
も

何
も
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
思
い
、

割
り
切
り
、
あ
き
ら
め
の
境
地
に

近
く
な
る
時
期
。
症
状
は
同
じ
で

も
、介
護
者
に
と
っ
て
の
「
問
題
」

と
し
て
は
軽
く
な
る
。

④
受
容

　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

る
。
家
族
の
一
員
と
し
て
あ
る
が

ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
時
期
。

介
護
家
族
を
支
え
る
こ
と
は
認
知

症
の
人
を
支
え
る
こ
と

　

④
に
た
ど
り
着
く
ま
で
、
①
～

③
の
間
で
行
き
来
を
繰
り
返
し
ま

す
。
認
知
症
の
人
の
「
あ
る
が
ま

ま
」
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
、
介
護
者
の
気
持

ち
の
余
裕
が
必
要
で
す
。
介
護
者

の
余
裕
は
、
認
知
症
の
人
や
家
族

に
対
す
る
周
囲
か
ら
の
理
解
や
支

援
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
適
切

な
利
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
介
護
す
る
家
族
の

気
持
ち
に
周
囲
が
寄
り
添
い
理
解

し
、
家
族
の
気
持
ち
が
落
ち
着
く

こ
と
で
、
認
知
症
の
人
へ
も
良
い

影
響
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

知っていますか「マイナンバー制度」
問い合わせ先　総務課行政係　☎㉓１３１１

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

「
通
知
カ
ー
ド
」を  

確
実
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　

今
月
は
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
説
明

し
ま
す
。

Ｑ
「
通
知
カ
ー
ド
」
っ
て
な
に
？

Ａ
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
紙
製
の

　

カ
ー
ド
で
、
国
民
一
人
ひ
と
り

　

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

　

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
「
氏
名
」、「
住
所
」、「
生
年
月

　

日
」、「
性
別
」
と
「
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
（
個
人
番
号
）」
等
が
記

　

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
使
い
み
ち

　

は
？

Ａ
行
政
機
関
の
窓
口
等
で
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
求
め

　

ら
れ
た
際
に
利
用
し
ま
す
。
た

　

だ
し
、
身
分
証
明
書
と
し
て
の

　

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
人
確

　

認
を
行
う
た
め
に
、
併
せ
て
、

　

運
転
免
許
証
等
の
書
類
の
提
示

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
ど
う
や
っ
て
届
く
の
？

Ａ
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
簡
易
書

　

留
（
封
筒
）
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
ご
と
で
は
な
く
、

　

住
民
票
の
世
帯
主
宛
て
に
ま
と

　

め
て
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確

　

実
に
受
け
取
っ
て
、
大
切
に
管

　

理
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
い
つ
届
く
の
？

Ａ
伊
佐
市
内
は
11
月
中
旬
～
下
旬

　

の
予
定
で
す
。

Ｑ
封
筒
の
中
身
は「
通
知
カ
ー
ド
」

　

だ
け
？

Ａ
ほ
か
に
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

交
付
申
請
書
」、「
マ
イ
ナ
ン
バ

　

ー
及
び
交
付
申
請
に
つ
い
て
の

　

案
内
冊
子
」
等
が
同
封
さ
れ
ま

　

す
。
冊
子
で
は
、
本
人
確
認
の

　

た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利

　

用
で
き
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
（
顔
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
）」
に

　

つ
い
て
も
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に

　

利
用
が
拡
大
さ
れ
て
い
き
ま
す

　

の
で
、
冊
子
を
よ
く
読
ん
で
、

　

必
要
な
人
は
、「
個
人
番
号
カ

　

ー
ド
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
５
７
０
・
２
０
・
０
１
７
８

※
平　

日
９
時
30
分
～
22
時

　

土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

11
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
結
核
検
診


